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4. エラスムスの君主鑑『キリスト教君
主の教育』を題材に、倫理道徳視点
から政治のあり方を説いた人文主義
者の思想が、対極とされているマ
キャヴェッリ的政治現実をどう論じ
ているかを検討した。特に君主と臣
民とのあり方を論じている部分に注
目し、法や行動を通じて臣民を教
化・操縦する必要性への言及のもつ
意味を論じた。

「エラスムスと政治
的現実－『キリスト
教君主の教育』の君
主と臣民の関係に関
する記述から」

単 1991年 『社会文化史学』28
号、56-64頁

単 『三世史』を通じて展開されている
もモアの政治思想の考察をこころみ
た。君主のあり方を論じる『君主の
鑑』文学の伝統を継ぎ、勇気・賢
明・慈悲・節度等の理想君主の徳目
とその反対の僭主の悪徳が、エド
ワード四世やリチャード三世を初め
とする為政者や政治上の出来事の分
析と密接に結びついていることを論
じた。

「トマス・モアの
『リチャード三世
史』」

1987年 『欧米文化研究』2
号

『三世史』にみられる歴史叙述上の
特徴として、教育的意図の優先、現
実政治＝舞台・為政者＝役者とみる
政治認識、結婚等のあり方などの一
般的な社会道徳への言及を明らかに
した。また特に、臨場感のある演劇
的文章スタイルや古典古代の修辞学
理論に従った弁論構成、風刺・ユー
モアの多用など、人文主義者特有の
叙述スタイルを論じた。

「マキャヴェッリア
ン・モーメント再
考」

共 1989年 『欧米文化研究』4
号、52-67頁

太平洋圏における共和主義思想の展
開を独自のパラダイム「マキャ
ヴェッリアン・モーメント」で論じ
たJ.G.A.ポコックの研究を踏まえ、
17世紀英国革命期、共和政的市民意
識が、思想家ハリントンの著作『オ
シアナ』にどう反映しているのかを
検討した。前半はポコックの視点と
革命期思想の関連、後半は『オシア
ナ』の共和政体的特質を論じた。

「ヒューマニスト歴
史叙述としての『リ
チャード三世史』」

単 1988年 『史境』17号、32-
47頁
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（紀要論文）
1. 古典古代作家と人文主義作家、双方

における歴史叙述とレトリックの関
係を、理論的言及を中心に考察し
た。古典期に人間教養の徳とされ弁
論技法として確立したレトリック、
その教育目的と文章技法の影響下で
誕生した歴史叙述、前者は14世紀イ
タリアで人文主義者の下で再興し、
やや遅れて後者もその意義を再認識
されるようになったと論じた。

「モアとベーコンの
政治観」

モア『三世史』の約百年後、同様に
英国大法官であったフランシス・ベ
イコンは、ほぼ同時代を扱った歴史
叙述『ヘンリ７世治世史』を著し
た。この二作品に著された脱倫理的
政治規範を比較し、こうした規範を
認めつつ巧妙に沈黙したモアと、こ
れに基づく賢知を評価して叙述を行
なうベイコンとの差異を詳解し、そ
こに16世紀百年間の政治の変遷をみ
てとれることを論じた。

「歴史叙述とレト
リック」

単

(研究ノート）
セント・ポール校再
建期におけるイング
ランド人文主義

単

単 1993年 『イギリス哲学研
究』16号、29-41頁

16世紀初頭のイングランドで活動し
ていた３人の人文主義者ジョン・コ
レット、エラスムス、リチャード・
ペイスが、中等教育校セント・ポー
ル校再建を契機に、その教育思想を
述べた「学校規則」『学習計画』
『成果』を考察した。徳・信仰と学
識の学識の調和を共通して説きなが
らも、学問と信仰のバランス、どの
学科や分野を重んじるかでは三者に
相違があったことを論じた。

2012年3月 『史境』64号、105-
118頁。

1993年 『人間科学』10巻2
号、131-139頁

リチャード・ペイス
のDe fructuの人文
思想史上の意義

単 2008年3月 『社会文化史学』50
号、2-18頁。

15世紀の人文主義者にして宮廷外交
官であったリチャード・ペイスの教
育書『学問から得られる成果につい
て』の学問教育思想の特質を論じ
た。自由七科や神学・専門三科の枠
組に従いつつ、擬人化された諸学科
が次々登場し、称賛と批難の論述・
対話・演説を重ねる劇的な多様な表
現手法で、人文思想教育の意義と成
果を説いていることを明らかにし
た。構成・内容面上の不統一や未完
成な部分があるが、人文思想教育論
完成への「途上の作品」として、そ
の意図や独自性は評価できると論じ
た。



2.

3.

4.
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6. 教会聖域特権は、国家権力成立と密
に関係する法政治史上の大問題で、
モアの生きたテューダー初期イング
ランドもそうした重要な時期であっ
た。前半では、聖域特権の弊害が注
目され、それが徐々に後退していた
状況を判例から跡づけた。後半で
は、『三世史』でモアが展開してい
る聖域論争を詳解し、彼が論争をよ
く整理していること、その上で、王
権側からの強硬な聖域制限に抵抗す
べく、穏健な聖域抑制論を展開して
いると論じた。

「15世紀末から16世
紀初頭のイングラン
ドにおける聖域特権
とトマス・モア」

単 1999年 『人間科学』16巻2
号、31-47頁

1996年 『人間科学』13巻2
号、63-75頁

これまでの『三世史』研究が、君主
鑑の視点を中心であることを反省
し、君主を囲む廷臣に関する記述を
詳解して、モアの政治思想の考察を
こころみた。廷臣の野心や彼らの間
の不和、他方で忠誠心や悪事を見抜
く知恵の欠如などが僭主を幇助する
要因とされており、そこに伝統色の
強い道徳的廷臣論が明らかになって
いると論じた。ただし、理想的廷臣
モートン卿の記述に非伝統的な含み
があることも指摘した。

「"the book of
fortune"の序文詩に
おけるトマス・モア
の運命観」

前半では、フランシス・ベイコンの
歴史叙述理論を『学問の発達』を中
心に考察し、救済史観を脱して、人
間の精神・感情と出来事をあるがま
まを記すことを説くが、教育的視点
やレトリカルな叙述面も彼が重視し
ていたことを示した。後半は、彼の
歴史叙述『ヘンリ七世治世史』が、
その理論の応用においてほぼ成功し
ていることを論じた。

「『ピコ伝』におけ
るトマス・モアの思
想」

単 1997年 『人間科学』14巻2
号、63-86頁

モアが友人の一修道女に寄贈した、
イタリア人文主義者ピコ・デラ・ミ
ランドラの伝記と詩の抜粋翻訳を素
材に彼の思想を考察した。翻訳内容
を検討する限りは、進路に迷ったモ
アが、人文学の学識とキリスト教信
仰を両立させたピコに解決を求めた
とする説に説得力がある。だが、彼
や仲間の人文主義者の言説を考慮し
た場合、修道女への寄贈の形を取っ
た信仰の教訓書とみるほうがより適
切だと結論した。

「フランシス・ベイ
コンの歴史叙述－そ
の理論と応用」

単 1994年 『人間科学』11巻、
2号、131-139頁

モアの初期の作品、占本the booke
of fortune”の「序文詩」を題材
に、西洋史における運命観の変遷の
中で、気まぐれで不規則な古典運命
女神伝統に強く影響されつつ、キリ
スト教倫理に基づいて、悪質な運命
像とこれに対する厭世的処世訓を説
いていることを論じた。著者による
「序文詩」全訳も掲載している。

「延臣論としての
『リチャード三世
史』」

単 1995年 『人間科学』12巻2
号、105-118頁

単
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エドワード四世の妾ショア夫人は、
英文学の伝統的題材として女性像研
究でも肯定的存在として取り上げら
れている。ところで、彼女の伝承発
端はモアの創造であり、彼は従来の
研究が述べているような、同情・哀
れみを誘い、肯定的価値を体現した
女性としてだけでなく、未熟で節度
を欠いた女性としても描いている。
女性論とは別の教訓的意図が複雑に
からんでいることを無視して、女性
像として論じることに慎重であるべ
きと結論した。

「『ドルプ宛書簡』
におけるトマス・モ
アの人文主義」

単 エラスムス『愚神礼賛』を批判した
ドルプに反論したモアの書簡を素材
に、興隆しはじめた北方人文主義を
めぐる論争点を考察した。エラスム
ス・ドルプ間の論争整理を踏まえ
て、中世論理学の瑣末な規則批判と
古典論理学の再評価・文法学への強
力な支持と弁論術への控えめな支
持・キリスト教原典志向・聖書や諸
文献の翻訳や校訂の推進・古典語学
習の推奨・｢共通感覚(sensus
communis)｣重視等の論争点を明らか
にした。

「トマス・モア
『リャード三世史』
におけるショア夫人
の役割」

単著 2004年3月 人間科学
11-22頁

西洋人文思想の系譜
からみた「人間科
学」　－ヴィーコの
思想を契機としてー

単著 2011年3月 『人間科学論究』19
号、81-90頁。

18世紀のイタリア思想家ジャンバッ
ティスタ・ヴィーコの思想、特に徳
と修辞学を中心とした人文思想を論
じた。蓋然性、日常感覚、賢慮、修
辞学的手法などを重視するその人間
観・学問観が、自然科学的手法とは
別の、人文思想の系譜を継ぐ「人間
科学」の探究にとって重要であると
主張した。

2002年 『人間科学』19巻2
号、101-116頁

2011年3月 人間科学部１年次必修科目「学びと
探究の方法」での、基礎的日本語養
成の実践内容と結果（学生成績と学
生評価）を取りあげた。基礎的内容
であるものの、授業内容の改善に伴
い、学生がこの授業の意義を評価し
つつあることを示した。また、この
種の授業が学生の動機づけやアセス
メントにも効果があると主張した。

『人間科学』28巻2
号、95-103頁

エラスムス『校訂新約聖書』の出版
を契機とする論争の中で人文主義を
擁護したモアの三つの書簡、オック
スフォード大宛・リー宛・バットマ
ンソン宛を題材に、人文主義の是非
をめぐる言説を考察した。人文研究
の価値と普及・古典語研究の意義・
原典志向のキリスト教研究と中世ス
コラ学への反発・キリスト教原典の
翻訳・校訂の諸相だけでなく、論争
当事者間の党派パトロネジも含んだ
対立の構図を明らかにした。

（事例研究）
初年次教育における
日本語科目の展望
－人間科学部「学び
と探究の方法」の場
合　－

単著

テューダー朝初期人
文主義をめぐる非難
と弁明　－トマス・
モアの弁明・反論の
場合

単著 2006年3月 人間科学、33-44頁
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（辞書･翻訳書等）

1.

（報告書･会報等）
1.

2.

3.

4.

「西洋修辞学伝統に
おけるエラスムス
『書簡作成術』」

単著 2019年9月 『人間科学』37巻１
号、117-128頁。

エラスムス『書簡作成術』を検証し
て、書簡理念とその体形分類、豊富
な規範例などの点では古典文化以来
の西欧修辞学伝統を踏襲している一
方、「混合書簡」の詳論や受け手と
送り手の心理関係に注目した詳解な
書簡分類などの独自性などを考察し
た。

トマス・モア『ユー
トピア』をめぐる人
文主義書簡の研究
―ポライトネス理論
の応
用による―

単著 2017年9月 『人間科学』35巻１
号、55―64頁。

『ユートピア』めぐる人文主義者た
ちの書簡のやり取りをポライトネス
理論の観点から検討し、共通基盤の
形成・確認が、ポジティブ・ポライ
トネスとして捉えられることを主張
した。また、お詫び、依頼、反論提
示、パトロン・権勢者への賛辞等の
多様な言説を、ネガティブ・ポライ
トネスの観点で検討した。

「『人間科学』への
二つの私見」

単

1992年 『史境』第25号、
93-100頁

草光俊雄他『英国をみる』（リブロ
ポート、1991年）の書評。イギリス
近現代史研究者13名による諸論文
を、(１)歴史研究史や研究論(２)産
業・労働問題論(３)病理・衛生問題
論に独自に再分類して評論した。
「日本を考えるための」「英国をみ
る」視点の必要性と史料面でのリア
リズムの難しさを指摘した。

「フランス大革命
マチエ」「第二次世
界大戦　チャーチ
ル」廣川洋一編著
『古典・名著の読み
方』

事典 共著 ユートピア思想の歴史的変遷を、イ
ギリス思想を核に、簡潔な定義か
ら、広義化するユートピア、モア以
前のユートピア、モアやベイコン、
革命期のユートピア、18・19世紀の
ユートピア社会主義、ディストピア
思想、そして現代のユートピアまで
を論じた。

モアが出来事の因果を倫理道徳と常
に結び付けていなかったことに対
し、シェイクスピアは歴史の背後に
ある神の働きを常に想定しつつ歴史
を捉えていたことを明らかにした。

日本実業出版社 古典名著を一般読者向けに、ポイン
ト、要約、著者にわけて簡潔に解説
する。アルベール・マチエ『フラン
ス大革命』とウィンストン・チャー
チル『第二次世界大戦』

「『リチャード三
世』と神の摂理」

単 1989年 『ルネッサンス
ニュース』第9号

人間諸科学の統合としての「人間科
学」と、「人間になるため」の「人
間科学」という二つの視点を提示し
た。

書評：『英国をみ
る』

2007年11月 研究社日本イギリス
哲学会編『イギリス
哲学・思想事典』
515-517頁

単 1991年

1995年 『人間科学のすす
め』常磐大学・人間
科学部

単
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（国際学会発表）
1.

（国内学会発表）
1.

2.

3.

4.

5.

モアの歴史叙述『三世史』と、これ
と同様の素材を扱ったシェイクスピ
アの一連の歴史劇の政治思想を比較
検証した。モアが君主を囲む政治メ
カニズムを考察していた一方、シェ
イクスピアは伝統的政治を破壊する
僭主個人の力を深く分析していたこ
とを論じた。

「『リチャード三世
史』における神・運
命・人」

「モアとベイコンの
政治観」

『三世史』におけるモアの歴史観の
表明を、運命の不確実性の視点、傲
慢などの人間的要因の視点、神の摂
理の視点の三点から考察した。モア
が、教育的意図を持ちながらも、三
視点が絡みあう複雑な歴史認識を描
いていることを論じた。

「歴史叙述と政治思
想　－トマス・モア
とシェイクスピアの
場合－

単 1988年 第38回日本西洋史学
会

モア『リチャード三世史』とベイコ
ン『ヘンリ七世治世史』二つの
ヒューマニスト歴史叙述を、政治経
歴、執筆意図、君主像や君主の徳目
などの視点から全般的に比較した。

第9回ルネッサンス
研究所総会

シンポジウム「モアとシェイクスピ
ア」での発表。同じリチャード三世
を素材にした歴史作品を著したモア
（歴史叙述）とシェイクスピア
（劇）の歴史観を比較した。シェイ
クスピアは歴史の背後にある神の働
きを常に想定しつつ歴史を捉えてい
たことを論じた。

単

「ヒューマニストの
政治思想における君
主と民－エラスムス
『キリスト教君主の
教育』の場合－

単 1990年

単 1988年

山本正編『ジェントルマンであるこ
と　その変容とイギリス近代』（刀
水書房、2000年）。イギリス近現代
研究者10名による論文集を解説、帝
国周縁からの視点を評価し、19世紀
初頭のジェントルマンシップ概念変
化の更なる検証を希望した。

歴史人類学会第９回
総会

「『リチャード三
世』と神の摂理」

1989年

単 2001年 『史境』第43号、
104-110頁

第26回社会文化史学
会大会

エラスムスの君主鑑『キリスト教君
主の教育』の君主と臣民とのあり方
を論じている部分に注目し、エラス
ムスがマキャヴェッリ的政治的現実
をどう論じているかを検討した。

My paper explains why More’s
book, the History of Richiard the
Third can be construed as a
speculum consiliariorum. He knew
well that the King’s government
had been often led astray by bad
councilors and evil courtiers.

単 1991年 第15回日本イギリス
哲学会研究大会

The History of
King Richard Ⅲ as
speculum
consiliariorum

書評：『ジェントル
マンであること　そ
の変容とイギリス近
代』

単 1995年 The Fifth
International
Thomas More
Symposium (Mainz,
Germany)
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『三世史』の廷臣に関する記述に基
づき、彼らの野心や不和、忠誠心や
知恵の欠如などが政権崩壊要因であ
ることを説いた反面的廷臣論である
と結論した。

大規模クラス・一斉
授業での初年次日本
語科目　―取り組み
と評価―

単 2013年3月 日本リメディアル教
育学会　関東甲信支
部大会

担当する初年次科目「学びと探究の
方法」の実践と学生授業評価の結果
を報告した。評価に基づく授業の改
善や、能力別によるクラス分け（ク
ラスの少人数化）が、評価の向上に
つながったことを示した。

セント・ポール校再
建期におけるイング
ランド人文思想

単 2010年10月 歴史人類学会第31回
総会

16世紀初頭の中等教育校セント・
ポール校再建期をめぐる「学校規
則」『学習計画』『成果』を考察
し、イングランド人文思想の学問論
や学問と信仰の関係に関する特質を
論じた。

教会特権が世俗政権を前に徐々に後
退していたテューダー初期イングラ
ンドの状況を背景に、強硬な王権側
からの聖域制限に抵抗したモアの思
想を論じた。

「廷臣論としての
『リチャード三世
史』」

単 1994年

単 1993年 第24回日本トマス・
モア教会総会

モアのthe booke of fortune”の
「序文詩」が古典運命女神伝統に影
響を受けつつ、キリスト教倫理に基
づいて、悪質な運命像と対峙する厭
世的処世訓を説いていることを考察
した。

人文主義批判を展開したドルプに反
論したモアの書簡を素材に、古典学
の支持、キリスト教原点志向などの
人文主義側の論争点を明らかにし
た。

「教会聖域特権とト
マス・モア」

単 1996年 第29回日本トマス・
モア協会総会

「The book of
Fortune におけるト
マス・モアの運命
観」

「『ドルプ宛書簡』
におけるトマス・モ
アの人文主義」

単 2001年 第32回日本トマス・
モア協会総会

1510年代モアが、人文主義を批判す
る一連の聖職者・知識人に対し、人
文主義を擁護して記した一連の三書
簡を基に、当時の人文主義の是非を
めぐる言説を主に考察し、彼の人文
思想の特質を論じた。

「『リチャード『三
世史』におけるショ
アの役割」

単 2003年9月 第23回ルネッサンス
研究所総会

英文学の伝統の中で登場する「ショ
ア夫人」に関する評価・イメージの
不確かな部分を、ほぼ初出の史料で
ある『リャード三世史』に基づい
て、再検証を行った。

人文主義をめぐる非
難と弁明の構図　－
テューダー朝初期人
文主義の場合(人文
主義非難へのモアの
弁明・反論)

単 2005年7月 第41回社会文化史学
会大会

15世紀の人文主義者にして宮廷外交
官であったリチャード・ペイスの教
育書『学問から得られる成果につい
て』の学問教育思想の特質を論じ
た。

リチャード・ペイス
のDe fructu　その
人文思想史的意義

単 2007年9月 第23回ルネッサンス
研究所総会

第25回日本トマス・
モア教会総会



15.

16

17

18

（演奏会･展覧会等）
1.

（招待講演･基調講演）
1.

（受賞(学術賞等)）
1.

（科学研究費採択）
1.

コミュニケーション
理論の応用による人
文主義書簡研究の理
論と方法　―トマ
ス・モアをめぐる諸
書簡研究を対象に―

単 2016年9月 第52回社会文化史学
会大会

ルネサンス期人文主義者の書簡を素
材にした思想研究にあたり、「ポラ
イトネス理論」の観点がどこまで応
用できるのが、『ユートピア』めぐ
る諸書簡を素材に検討した。依頼や
お詫び、パトロネージ維持といった
関係性を考察する枠組として応用可
能性があると指摘した。

フランシス・ベイコンが著した『ヘ
ンリ７世治世史』は彼の政治経験の
集大成である。、為政者の知恵、家
臣団・党派と為政者の関係、国家理
性、外交政策、民衆対策、法正義な
どの面でどのような特徴があるのか
を検証した。

奨励研究
（A)

1,900千円

西洋修辞学の伝統と
書簡術　エラスムス
『書簡作成術』の場
合

2019年3月 第6回社会史研究会 エラスムスの著した『書簡作成術』
が、西洋古典以来の伝統的な書簡作
成術を継承しながらも、構成の柔軟
さや、書き手の心理を配慮した書簡
分類など、より細かい人間関係を踏
まえていることを説いた。

「中等教育の教材を
大学生に活かす」ラ
ウンドテーブル『日
本語教育における高
大連携の可能性』

単 2016年8月 日本リメディアル教
育学会第12回全国大
会

リメディアル教育・初年次教育にお
ける日本語基礎学力は、高校の「国
語表現」「社会と情報」「家庭総
合」の教育課程の中ですでに取りあ
げられていることを詳解し、この繋
がりを効果的に広報・活用すること
が高大接続の可能性を広げると提唱
した。

代表

研　　究　　活　　動　　項　　目

交付・
受入元

交付・
受入額

概　　　　　要助成を受けた研究等の名称

トマス・モアを中心として初期
テューダー期の人文主義者群の
「価値観の共通な枠組み」の検
証を目標とし、各人文主義者た
ちの考察研究につなげた。

代表，
分担等
の別

初期テューダー期の
オックスフォード・
リフォーマーを中心
とした人文主義の研
究

種　類 採択年度

1999～
2000年度

人文主義歴史叙述フ
ランシス・ベイコン
『へンリ７世治世
史』の描く君主の統
治

単 2014年3月 第1回社会史研究会



2.

1.

1.

1.

1.

1.

1.

知の技法としての人
文主義的書簡と近代
教養市民の自己形成

代表 基盤研究
（C)

2019～
2023年度

3,400千円 人文主義者の交わした書簡や書
簡集・書簡作成術等の著作物の
検証に基づき、彼らが生成した
知的諸観念を明らかにし、この
後に登場する近代教養市民の自
己形成との繋がりを考察する。
コロナ感染の影響で、2022年度
まで延長した。

15世紀後半から16世
紀初頭にかけてのイ
ングランド人文主義

1997年度

（知的財産(特許・実用新案等)）

－

－

（学内課題研究(各個研究)）

－－

－－

－－

（奨学･指定寄付金受入れ）

（学内課題研究(共同研究)）

（競争的研究助成費獲得(科研費除く)）

（共同研究･受託研究受入れ）


